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H30年度全国学⼒・学習状況調査⼩学校問題の教科横断的分析結果
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• 平成30年度全国学⼒・学習状況調査⼩学校の問題（国語・
算数・理科が揃った最新年度）を教科横断的に探索的因⼦
分析を⾏った先⾏研究（加納・後藤・塩瀬、2020）から、「国
語の学⼒」因⼦、「算数の学⼒」因⼦、「理科の学⼒」因⼦の3
因⼦構造が妥当だと⽰唆された。

• 理科の問題の中には「理科の学⼒」因⼦負荷量に加え「国語の
学⼒」因⼦負荷量の⾼い問題があることが⽰唆された。

• この先⾏研究を踏まえ、CBTの特性をいかした問題として、出題
に動画を使うことで「国語の学⼒」に過度に依拠せず「理科の学
⼒」を調査する⼿法を提案してきた。

※国語の問題は3因⼦の中で「国語の学⼒」因⼦負荷量が⾼い問題で構成されていることが分か
る。「国語の学⼒」因⼦負荷量が⾼い問題は算数の問題や理科の問題の中にもみられる。

※因⼦名としての「学⼒」という語は、「全国学⼒・学習状況調査で測定されている能⼒」という意
味で⽤いており、学習指導要領や⼀般的な⾔説の中での「学⼒」や，他の教育学・⼼理学的な
概念と対応するとは限らない。 例えば「国語の学⼒」因⼦は平成30年度全国学⼒・学習状況調
査「国語」における５つの評価の観点（国語への関⼼・意欲・態度，話す・聞く能⼒，書く能⼒，
読む能⼒，⾔語についての知識・理解・技能）で測られる学⼒と関係していると考えられる 。

※「理科の学⼒」因⼦については、理科の問題の⼀部にしか⾼い負荷量を⽰していないものの、国
語の問題や算数の問題などに全体的に⾼い負荷量を⽰しているわけではないという理由から理科
の学⼒を反映した因⼦であると解釈した。

※学習指導要領では、⾔語能⼒は学習の基盤となる資質・能⼒であり、その育成には、全ての教
科等においてそれぞれの特質に応じた⾔語活動の充実を図ることが必要だとされている。
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「国語の学⼒」因⼦負荷量がその他因⼦負荷量より⾼い理科の問題例



「理科の学⼒」因⼦負荷量がその他因⼦負荷量より⾼い理科の問題



学⼒学習チャレンジアプリの実証実験実施中
• ⼩５・６、中１で実施（無料）
• どのデバイスでもOK (Win/Mac, iPad/Android, Chromebook等 )
• すでに多数の国公私⽴⼩中学校が実証実験に参加
• 現在も実証実験参加の⾃治体・学校を募集中



学⼒学習チャレンジアプリの特徴
• ⼩６・悉皆データ（約１００万児童）（H30）に基づいて開発

• 全国学⼒学習状況調査の国語・算数・理科の問題を中⼼に出題

• 国語・算数・理科の学⼒をスコアとして表⽰
• 児童によって出題される問題の内容・数が異なる個別適応型

• 異なる問題を解くが、スコアは⽐較可能
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質問紙調査に基づき「⾮認知能⼒」もスコア化
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教師は各児童の国語・算数・理科スコアを閲覧可能
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教師は各児童の⾮認知能⼒スコアを閲覧可能



学⼒の伸び（成⻑）をみることができる

5年⽣ 6年⽣



実証実験で気づいたこと
• ⼈によって出題される問題の内容が違う、問題の数も違うと伝えると「え〜」と

いう声があがる。

• 視⼒検査も問題の内容と数が違うよと伝えると、「そっか」という声があがる。

• 教師からみると、多くの児童において、教師がすでに捉えていた特徴と⼤きな相
違がない。

• 教師が気付いて驚いた点の１つとして、「紙ベーステストには集中して取り組め
なかったがCATには集中して取り組めた」という児童がいることがあげられる。

• 教師が気付いて驚いた点の１つとして、「時間無制限で取り組むことで、実⼒が
発揮された」児童がいることがあげられる。

• ⾮認知能⼒スコアを含め、教師が個別的に指導内容を決める参考にされている。


